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自動車と航空機の分野で、新たな技術にチャレンジし、独創的な製品を提供 
運転支援システムや、無人航空機で、自動制御技術を実用化 

飛行機研究所 
（のちの中島飛行機） 

（１９１７～） 

富士重工業 
（１９５３～） 

ＳＵＢＡＲＵ （２０１７～） 

SUBARUのあゆみ ～空と陸のモビリティを支える技術～ 

Boeing 旅客機 

中央翼 

SUBARU BELL 412EPX 

無人航空機 

Aero SUBARU 

【製造実績】 (1953-) 

自動車 : 約2,700万台 
航空機 : 約1,300機（完成機） 
           : 約3,300機（主翼・中央翼） 
無人機 : 約800機 

e-BOXER 

Eye Sight 

SUBARU360 

http://livedoor.blogimg.jp/kashiwaan/imgs/6/b/6bec0548.jpg
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjx0aXp0M3dAhUKd94KHUHjDnEQjRx6BAgBEAU&url=https://www.subaru.jp/forester/forester/&psig=AOvVaw2skl5EZWUeXYnMWDhn4SDM&ust=1537672018387093
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移動の自由を手に入れて、新たな “安心と愉しさ” を提供 

空飛ぶクルマの可能性 
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Connected  

Autonomous 

Shared  
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今後の自動車と空飛ぶクルマのキーテクノロジーの方向性は同じ 

？ 

 

 新たな管制システム 

 パイロットレス飛行 

 多数機の効率運航 

 電動VTOL 

VTOL: Vertical Take-Off & Landing （垂直離着陸） 

空飛ぶクルマと自動車技術 
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航空機としての空飛ぶクルマでは、まずは安全、さらにコスト、環境対応が課題 
それらを自動化、電動化、ＶＴＯＬ技術で解決する必要がある 

・墜落しない信頼性 
・ぶつからない安全性 
・低高度からの緊急着陸 

・機体価格の低減 
・運航コストの低減 

・悪天候やビル風での飛行 
・ローター騒音の低減 
・ＣＯ２の削減 

安全 

コスト 環境 

自動 VTOL 

電動 

空飛ぶクルマの技術課題 
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VTOL 

自動 

ヘリコプターを大幅に上回る静粛性が必要 
→ ローターの空力騒音の低減技術 

シンプルで高信頼なシステム 
→ＡＩを活用した次世代の飛行制御 

× 

低高度での衝突回避／悪天候対処／緊急着陸 
→IoT ・マルチセンサによる安全性確保 

西暦[年] 

実用的なバッテリ重量 
となるのは2035年以降か 

バッテリ、駆動系、機体の軽量化が必要 
→ 材料革新による軽量かつ低コスト実現 

電動 

空飛ぶクルマの技術課題 
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技術開発のみならず、関連法制・インフラ・事業者をスパイラルに発展し 
空飛ぶクルマに対する社会の受容性を拡大 

技術開発 

事業 インフラ 

社会受容性 

法・規制 

空飛ぶクルマの実現に向けて 
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技術 実証 

事業 実証 

【STEP-1】 

【STEP-3】 

【STEP-2】 

“空の移動革命”  

先行開発 

事業 検討 

技術実証のための 
法・規制 

事業化に向けた 
法・規制 

まずは、安全性／実用性を確認する技術実証からスタート 

インフラ 整備 

空飛ぶクルマの実現に向けて 
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SUBARUの取り組み 

安全性向上のための技術実証を推進。インフラ・法整備と連携した取り組みを期待 

技術開発の推進 “福島ロボットテストフィールド” 
 

→有人ヘリとの飛行試験 (2019予定） 

標準化／法制化の議論 

準天頂衛星システム 

  カメラ 

レーダー 

“無人航空機の目視外及び 
 第三者上空等の飛行に関する検討会” 
 
→有人機と無人機の安全確保の要件検討 

フィールドでの実証 

“ロボット・ドローンが活躍する省エネルギー社会の実現プロジェクト” (NEDO)     
  →自律型の衝突回避システムの開発 



Thank You! 


